
　2019年度秋季大会において，松野賞候補者としてエ
ントリーされた口頭発表およびポスター発表の候補者
23名について審査・選考を行った結果，発表が特に優
秀であった下記 5名に松野賞を授与することに決定し
た．

受賞者：鈴木健斗
所属： 東北大学大学院理学研究科（修士課程 2年）
題名： 関東地方に発生する沿岸前線のMSM予報バイ

アスに関する解析（2）
発表形式： 口頭
選考理由：
　本研究は，関東平野の沿岸付近に形成される局地前
線を実況より内陸側に予報する系統バイアスが現れた
事例を対象に，水平解像度，モデル地形作成法，物理
過程を変更した数値感度実験を行い，バイアスの原因
は物理過程ではなく，数値モデルの山岳が実際より低
いことが主因であることを明らかにした．現業予報の
系統バイアスの原因を，気象学的に明らかにしたこと
は，科学的にも実用上も大変価値のある研究成果であ
る．また，発表資料，発表自体も大変わかりやすく，
質疑応答にも的確に対応していた．

受賞者：田村健太
所属： 北海道大学大学院環境科学院（博士課程 2年）
題名： 日本海北東部における小低気圧の発生に対する

Sikhote‒Alin山脈の効果
発表形式：口頭
選考理由：
　日本海の北東部で冬季に発生する小低気圧に対し
て，その上流に位置する Sikhote‒Alin山脈の影響を調
べた研究で，抽出した事例について，領域モデルで再
現実験と山脈を取り除いた感度実験を行うことによ
り，山脈がこの場所に存在するため，特に，北海道の
西の海上での小低気圧の発生数が多くなっていること
を示した．また，この領域での西風の強さとそれに伴
う小低気圧の移動に注目し，山脈の効果がどのように
小低気圧に影響を及ぼすのかというしくみまで明確に
している．発表はわかりやすく，質問に対する応答も
的確であった．

受賞者：小新　大
所属： 東京大学大学院理学系研究科（博士課程 2年）
題名： 中層大気のデータ同化におけるフィルタリング
発表形式：口頭
選考理由：
　下部熱圏までカバーする GCMに 4次元局所アンサ
ンブル変換カルマンフィルタを搭載したデータ同化シ
ステムを開発している．中間圏以上では非地衡運動が
卓越するため，同化に用いる衛星観測のスパース性が
解析値に敏感に反映してしまう．これに対し，本研究
では，IAU（Incremental Analysis Update）フィルタ
を導入することで安定した解析値が得られることを示
し，レーダーによる中間圏の風観測とも 1日以下の時
間スケールまでほぼ一致させることに成功した．突然
昇温現象等において中間圏過程の重要性が指摘される
中，その定量的解析を可能にする新規性の高い研究で
ある．発表はわかりやすく，質疑にも的確に答えてい
た．

受賞者：春日　悟
所属： 新潟大学大学院自然科学研究科（博士後期課程

3年）
題名： 寒冷渦・トラフを連続的に捕捉する新客観的強

度指標の提唱
発表形式：口頭
選考理由：
 本講演で発表者は，竜巻やメソスケール擾乱に伴う
気象災害軽減への貢献を念頭に，寒冷渦を総観気象場
から自動抽出する客観的指標を提案した．技術的細部
に至るまでじっくり検討された形跡が光る丁寧で独創
的な研究であり，類似する既存手法と比較し実用性に
優れる点も明確に示されていた．発表は淀みなくわか
りやすく工夫されていた．総合的に判断して卓越した
研究発表といえる．

受賞者：勝山祐太
所属： 北海道大学大学院理学院（博士後期課程 3年）
題名： 混合確率分布の粒径・落下速度分布への適用
発表形式：口頭
選考理由：
　降雪粒子を自作の観測装置で観測し，複数の降雪粒
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2019年度秋季大会松野賞の受賞者決まる

　気象集誌編集委員会では， 1年間に気象集誌に掲載
された論文の中から毎年数編優秀な論文を選定し，顕
彰することとしています．2019年は下記の気象集誌論
文賞（JMSJ award）受賞者を決定いたしましたので
報告いたします．

著者： 尾瀬智昭
題目： 気象研究所全球大気モデルを用いた地球温暖化

実験における夏季東アジア月平均降水量の将来
変化の特徴

Ose, T., 2019: Characteristics of future changes in 
summertime East Asian monthly precipitation in 
MRI‒AGCM global warming experiments . J . 
Meteor. Soc. Japan, 97, 317‒335.

　https://doi.org/10.2151/jmsj.2019-018

著者： LIU, B., C. ZHU, J. SU, S. MA, and K. XU
題目： 2018年 7月における北西太平洋亜熱帯高気圧の

記録的な北方シフト
Liu, B., C. Zhu, J. Su, S. Ma, and K. Xu, 2019: Record‒

breaking northward shift of the western North 
Pacific Subtropical High in July 2018. J. Meteor. 
Soc. Japan, 97, 913‒925, Special Edition on Extreme 
Rainfall Events in 2017 and 2018.

　https://doi.org/10.2151/jmsj.2019-047

著者： 行本誠史・川合秀明・神代　剛・大島　長・吉
田康平・浦川昇吾・辻野博之・出牛　真・田中
泰宙・保坂征宏・籔　将吉・吉村裕正・新藤永
樹・水田　亮・小畑　淳・足立恭将・石井正好

題目： 気象研究所地球システムモデル ver.　2.0：MRI‒
ESM2.0：モデルの記述と物理コンポーネント
の基本的な評価

Yukimoto, S., H. Kawai, T. Koshiro, N. Oshima, K. 
Yoshida, S. Urakawa, H. Tsujino, M. Deushi, T. 
Tanaka, M. Hosaka, S. Yabu, H. Yoshimura, E. 
Shindo, R. Mizuta, A. Obata, Y. Adachi, and M. 
Ishii, 2019: The Meteorological Research Institute 
Earth System Model version 2.0, MRI‒ESM2.0: 
Description and basic evaluation of the physical 
component. J. Meteor. Soc. Japan, 97, 931‒965.

　https://doi.org/10.2151/jmsj.2019-051

著者： 露木　義
題目： 大気マルチスケールデータ同化のための渦位に

基づくアンサンブルカルマンフィルタ
Tsuyuki, T., 2019: Ensemble Kalman filtering based 

on potential vorticity for atmospheric multi‒scale 
data assimilation. J. Meteor. Soc. Japan, 97, 1191‒
1210.

　https://doi.org/10.2151/jmsj.2019-067
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2019年気象集誌論文賞受賞者について

気象集誌編集委員長　佐藤正樹



子が同時に観測されるという問題を解決するため，期
待値最大化法という機械学習分野で使われている手法
を粒径・落下速度分布に適用できるように拡張した．
その手法は，複数の降雪粒子を同時に含む粒径・落下

速度分布を混合確率分布として表現するという独創性
を有しており，様々な粒径・落下速度分布データに適
用される可能性がある発展性の高い研究で，発表自体
も高く評価できるものであった．
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